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深海魚に含有ぞら,れる化学元素の種類
　　及びカルシウみと燐の量について
今 　　　西
(高知大学文理学部)
襄
Studies on Chemical Elements Contained in Deep^Sea Fishes and on the
　　　　　　Quantitiesof Calcium and Phosphorus in them.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　　言
　本研究ぱ海洋魚における無機化学成分”なる一連の研究の一環をなすものである。この研究
の目的とするところは，海水中に溶存する化学元素が，海洋魚体に如何に分布，濃縮せられるか
を探求し，生体内に‘おける微量化学元素の役割，海洋魚の食品としての価値等に関する資料を得
ることを目的とし，併せて生物圏に関する地球化学的知見に寄与しようとするものである。
　1.試料及ぴその処理法
　深海魚としては，土佐湾に於て底引網にて漁獲せられたもの数種を選んだ。即ち，
Aomeeso
あおめえそ(Chlorophthalmus albatrossisalbatrossisJORDAN & STARKS),
(Lophius litulonJORDAN),
Hashikinme
　Anko
あんこお
　　　●●　　●●
Ｆﾂ1とﾔIじら(Etmopteruslucifer
JORDAN & SNYDER),
Sokomatodai
はしきんめ(Gephyroberyx japonicus(DODERLEIN)),そこまとだい(Zenion japonicum
　　　　　　　　　　　　Gencho　　　　　　　　　　　　　　　。．
ＫＡＭＯＨＡＲＡ)、げんちよ(Areliscus interruptus (ＧＵＮＴＨＥＲ))、
　Sumikuiuo
すみくいうお(Synagrops
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kagokamasu
japonica (STE!NDACHNER & (DC d?:rlein)),かごかます(Rexea prometheoides (BLE-
EKER)等である。
　小型魚は全体を，大型魚は内臓，骨，肉等に分けて分析に供した。生の試料は初め充分水洗し
て，土砂，海水等の外物を除き，乾燥し或はそのまま湿式法又は乾式法によって灰化した。乾式
法においては，電気マッフル炉を使用して500～550°Ｃに加熱灰化した。
　2.魚友中に含有せられる無機成分
　試料灰はスペクトル写真法に供してその主な成分元素を求め仁(第１表参照)ヌこの方法によ
って求められない成分は･，ペーパークロマトその他一般半微量定性分析法によった。
　ハロゲッ元素としては多量のC1，痕跡程度のＢｒが存在することがペーパークロマト法によっ
て判った。尚この他ＰＯ４基，Ｓ０４基及びＣ０３基が検出ざれた。
２ 高知大学学術研究報告　第フ巻　第38号
TABLE I.　Resultsof SpectrographicAnalysisof the Ash of Deep-Sea Fishes
Name of Fish Sample　，
　　　　1　1
Cu pb Sn Fe A1 Mn Zn Ca Mg Na Ｋ Si ｐ
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CONDISIONS : Pulsating Current Arc －.
　　　　　　　　　　Voltage AC 220v, Curr. 5Amp.
　　　　　　　　　　Breadth of Slit 0. 005mm, 1:!eightof Slit 3mm
　　　　　　　　　　Time of Expo!ure 40sec., Distance of Electrodes 2mm
　　　　　　　　　　Apparatus Shimadzu Spectrograph QF- 60 Type
　　　　　　　　　*Curr. 6 Amp, Time of Exposure 40 sec.
　　Figures indicate about quantities of elements.
　　　　　　　　　　　　　　　　　TABLE ２ｉ Scheme of Analysis
Pulverized
about 0.5g
(c)ab. 1ml
stirthroughly
J　Residue　　　l
　　　wash with H,O, three
　　　　　｀゛ashing liquid
Resin phase
Resin phase
Centrifugate
Adjust the acidity
to pH.1.5～2.0
Amberlite IR―120
I　Ｒｅsin
l
phasｅ　l
Columnφ1cm
(ＨＲＩＦｏｒｍ)
length 15cm
　｀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Effluent　　l
the column until K is not more eluted　　　　［ＰＯ?-］etc.
NH.OAc IN　until Ca is perfectly eluted Ｋ÷.Na+
Effluent
Mg++r.Ca+゛〕etc.
３　3.力,ルシウムと燐の量について
　3.1.分　　　析゛Ｉ　法
　原試料より得られる灰分は約１％程度の微量であるため，成る可く多くの成分を同一試料にて
定量出来る様一連の分析法を考えた。この為めイオン交換樹脂を用いて分離し，錯滴定，焔光分
析等を利用して定量を行った。分析法の概観を第２表に示す。　　　　　　ご
　3. 2.カルシウムの定量　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　カチオン交換樹脂としては, Amberlite IR-120 を予め酸型としたものをカラムとして使用し
た。樹脂に交換吸着せられたカチオンに対しては，先ず0.5N HCl を溶離剤としてｌｍ口分程度
の流速にてカラムに通ずる,流出液について時々カリウムの検出を行い,このものの流出が止んだ
ところで，溶離剤をINの酷酸アンモンに切替え同様に操作する。マグネシウムに次いで，カル
シウムが流出する。カルシらムの流出が止んだ時,カルシウムを包含する全液を一定容量となし，
その部分についてカルシウムの定訳を行う。即ちEDTA ０.01M溶液を用いて，ドータイトＮＮ①
　(商品名)を指示薬として, pH I2 で滴定する。この溶離液には銅などを含むのでＫＣＮを隠
蔽剤として添加しなければならない。
　3. 3.燐　　の　　定　　量
　燐は燐酸イオンとして，交換樹脂には無関係に流出される。この液の一定量について燐酸を定
量する。モリブデン酸アンモン試薬によって生じた燐モリブデン酸アンモンの沈澱を，一定過剰
の苛性ソーダに溶かし，残った苛性ソーダを逆滴定して燐酸の量を求めるPemberton法の改善
による石橋法⑦によった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　3. 4.結　　　　　　　　　果
　第３表に見る如くＣａとＰの量はその酸化物としての量比が，多くの場合Ｃａ３(Ｐ０４)2の中に
おける両者の比に近似する。しかしこれは全体又は内臓を除く残部の場合で大体骨と肉との混合
物である。骨とか或は骨張った魚においては，Ｃａがこの比より多くなる。これと反対に純粋の
肉部分はＣａの量が非常に僅少となる結果，比は著しく変ってくる。尚将来多くの魚類について
検討する所存である。
　　　　　　　　　　　　TABLE ３.Quantitiesof CaO and PzOsin Ashes
Name of Fishes Sample
％　in Ash Ratio of Oxide
CaO 0205 CaO P205
Sokomatodai
Gencho
Aomeeso
言
37.9
29.9
3ﾌ.5
34.8
31.6
38.1
1.09
0･95
0.99
１
１
１
Hashikinme
Sumikuiuo
Kagokamasu
Fujikujira 言
39.6
36.4
35.7
31. 1
32.9
32.8
36.5
19.8
1.20
1.11
0.98
1.57
１
１
１
１
Anko
　//　　●
Bone
Fish
40.0
　7.1
　　21. I
‘　22.0
1.90
0.32
１
１
Ca3(P04)2 1.18 Ｉ
４????
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この研究に当って深海魚の試料を御世話下さった本学蒲原稔治博士に深謝する。
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　　　　　　　　　　　　　　･'　。'･゛ニResui!19
　This wd.rk belongs to the seriり9らtﾘφQs on the inorganic chemical constituents of Sea
Fishes.　　　　　　　　　　　　　　，＼，.
　Main chemical elements found in thりsh of deep-Sea Fishes which were caught in the
deep sea of the b'ay of Ｔ(心, Kochi prefecture, Japan, are as follows follows.
　Metallic elements: Cu, pb, Sn, Fe; Al, Mn, Zn･, C?i, Sr, Mg, Na。Ｋ
　Non-metallic elemenり:P(pO4), S(so,), Cl, Br, C(co3),Si
　In most cases the ratio Ｃ４ to P in weight is nearly the same that in the compound
Ca3(PO4)2, in bone or osseous fis1!eS市゛ｅ quantity of ･Ca is more than this ratio, but in
flesh reversely.　　　　　　　　　う
　　　　　　　　　　　　　　　，　'･　　　　　　　　　　　　(Received September 30，1958)
